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Assessing a Garden-based Curriculum for Elementary Youth in Iowa:  

Parental Perceptions of Change 

（ｱｲｵﾜに於ける庭をﾍﾞー ｽにした低学年用ｶﾘｷｭﾗﾑの調査：変化に対する両親の認識） 

 

概 容 

若年期の教育手段として庭園を利用することは、この10年間に増加してきている。子供と園芸と

の間に見出されるﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞな関係は学校での庭をﾍﾞｰｽとしたｶﾘｷｭﾗﾑの開発を促進させてきた。ｱ

ｲｵﾜ州立大学公開講座は幼稚園から 3 年生までに使用する Growing in the Garden （GITG）という

ｶﾘｷｭﾗﾑを開発した。この研究は GITG ｶﾘｷｭﾗﾑが科学、栄養、環境に関する分野への 1 年生の意

識と興味にどんな効果を与えたかを調べた。効果は GITG の 3 つの分野を経験した後に子供の興

味と意識を親たちに尋ねることにより評価した。ｻﾝﾌﾟﾙはｱｲｵﾜ州の1年生4学級の親たち78人か

ら得た。回答率は 60.2％であった。親たちの大部分は子供が科学と環境の分野での意識と興味を

増加させたことを認めた。社会経済的地位、民族帰属、性別などのﾌｧｸﾀｰは結果に影響しなかっ

た。 

 

内   容 Table 1. 庭をベースにしたカリキュラムが科学、栄養、環境に関する分野に与えた影響を調べる

調査での肯定的な反応 

 
 

 

 

 

 



 

Table 2. 幼稚園と一年生に対して行われる Growing in the Garden のカリキュラムの  

内容とそのねらい 

 

 

Table 3. Growing in the Garden に参加している一年生の親に対して行った園芸と料理に関する調

査 
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